
JP 6815199 B2 2021.1.20

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　壁掛け型食器棚の離脱防止システムであって、壁掛け型食器棚（１５０）が、吊下げブ
ラケット（１５５）のフック（１５６）によって、壁（Ｐ）に固定される支持体（１５７
、１５７Ａ、１５７Ｂ、１５７Ｃ）に引っ掛けられ、
　該離脱防止システムは、前記壁（Ｐ）と一体的な第１のベース（１６０、２６０、３６
０、４６０、５６０、６００）、又は、前記支持体（１５７Ａ、１５７Ｂ、１５７Ｃ）に
組付けられる第２のベース（１６０Ａ、１６０Ｂ、１６０Ｃ）、及び、前記壁掛け型食器
棚（１５０）の上部（１５３）の上で前記第１のベース（１６０、２６０、３６０、４６
０、５６０、６００）又は前記第２のベース（１６０Ａ、１６０Ｂ、１６０Ｃ）に組み付
けられる上下位置調整可能なブロック要素（１６１、２６１、３６１、４６１、５６１、
６６１）を組み合わせて備え、前記壁掛け型食器棚（１５０）の上方への移動、したがっ
て、前記支持体（１５７、１５７Ａ、１５７Ｂ、１５７Ｃ）からの前記フック（１５６）
の自由な離脱を防止するために、前記ブロック要素（１６１、２６１、３６１、４６１、
５６１、６６１）を前記上部（１５３）の上から押さえて固定し、前記ブロック要素（１
６１、２６１、３６１、４６１、５６１、６６１）の固定及び解放可能な手段（１６２、
２９１；ｄ、３９４、４７１；５４２、５４６、５４３、５４４；６０５、６０６）を有
することを特徴とする、離脱防止システム。
【請求項２】
　前記ブロック要素は、カーソル（１６１、２６１、３６１、４６１）からなり、前記カ
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ーソル（１６１、２６１、３６１、４６１）が前記第１のベース（１６０、２６０、３６
０、４６０）に組み付けられることによって、２つの位置、すなわち、前記上部（１５３
）から離れた（分離された）第１の非動作位置と、前記上部（１５３）に対して実質的に
緩衝される動作位置との間で移動することができることを特徴とする、請求項１に記載の
システム。
【請求項３】
　前記カーソル（１６１、２６１）は、前記上部（１５３）に作用する水平セクション（
１６９）、及び、前記第１のベース（１６０、２６０）に組み付けられる鉛直セクション
（１７０）を有するＬ字形ブラケットからなることを特徴とする、請求項２に記載のシス
テム。
【請求項４】
　前記ブロック要素は、単一の水平止め部（４６９、５６９）からなることを特徴とする
、請求項１に記載のシステム。
【請求項５】
　前記ブロック要素は、前記上部（１５３）の上に位置決めすることができるアーム（６
０３）を備えるレバー（６０２）からなることを特徴とする、請求項１に記載のシステム
。
【請求項６】
　前記解放可能な固定手段は、前記カーソル（１６１）を前記第１のベース（１６０）に
対して緩衝するボルト（１６２）からなることを特徴とする、請求項２に記載のシステム
。
【請求項７】
　前記解放可能な固定手段は、前記第１のベース（２６０）に対する前記カーソル（２６
１）の安定した位置決めのためのねじ（２９１）からなることを特徴とする、請求項２に
記載のシステム。
【請求項８】
　前記解放可能な固定手段は、前記第１のベース（３６０）のそれぞれのラック（３９４
）に弾性的にスナップ係合する、弾性的に降伏する歯（ｄ）からなることを特徴とする、
請求項１に記載のシステム。
【請求項９】
　前記解放可能な固定手段は、前記第１のベース（４６０）に対して直接的に作用するね
じ（４７１）からなることを特徴とする、請求項１に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記解放可能な固定手段は、前記第１のベース（５６０）のそれぞれの側部ガイド（５
４３）に弾性的にスナップ係合する、前記ブロック要素（５６１）上の歯（５４４）、及
び、前記第１のベース（５６０）のそれぞれの穴（５４６）に係合する前記ブロック要素
（５６１）上のピン（５４２）の組み合わせからなることを特徴とする、請求項１に記載
のシステム。
【請求項１１】
　前記解放可能な固定手段は、前記第１のベース（６００）及び前記ブロック要素（６６
１）にそれぞれ位置決めされる前歯（６０５、６０６）による接続部からなることを特徴
とする、請求項１に記載のシステム。
【請求項１２】
　前記第１のベース（１６０）は、隆起した中央ガイド（１６３）、及び、だぼ（１６６
）によって前記第１のベース（１６０）を前記壁（Ｐ）に固定するための穴（１６５）を
有する２つの側部フランジ（１６４）を備え、前記ガイド（１６３）は、上部が開口した
スリット（１６７）及び一対の外側レール（１６８）も有することを特徴とする、請求項
１に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記第１のベース（２６０）は、下部には、だぼによって前記壁（Ｐ）に固定されるた
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めの穴（２８５）を有するフランジ（２８４）が備え付けられ、該フランジ（２８４）と
同じ平面にある中央セクション（２８６）、及び、該中央セクション（２８６）から突出
する２つの側部セクション（２８７）を有する形状であり、前記セクション（２８６）の
上端は、ねじ穴（２８９）が備え付けられたヘッド（２８８）を画定するように水平方向
に曲がることを特徴とする、請求項１に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記第１のベース（３６０）は、下側水平面（３９２）が、だぼによって前記壁（Ｐ）
に固定されるための穴（３９３）を有する、実質的に矩形のフレームであり、前記第１の
ベース（３６０）の鉛直側の内面にはラック（３９４）が備え付けられることを特徴とす
る、請求項１に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記第１のベース（４６０）は、隆起した中央ガイド（４６３）、及び、だぼによって
前記第１のベース（４６０）を前記壁（Ｐ）に固定するための穴（４６５）を有する２つ
の側部フランジ（４６４）を備えることを特徴とする、請求項１に記載のシステム。
【請求項１６】
　前記第１のベース（５６０）は、だぼによって前記壁（Ｐ）に固定されるための穴（５
４７）を有する矩形の額（５４８）であり、該額（５４８）は、前記ブロック要素（５６
１）の相補的なピン（５４２）が係合する複数の穴（５４６）も有することを特徴とする
、請求項１に記載のシステム。
【請求項１７】
　前記第１のベース（６００）のピン（６０４）上で回転する、アーム（６０３）を含む
レバー（６０２）からなる前記ブロック要素（６６１）が、前記ベース（６００）に組み
付けられ、前記レバー（６０２）は、前記ベース（６００）及び該レバー（６０２）にそ
れぞれ位置決めされる前歯（６０５、６０６）による接続部によって前記第１のベース（
６００）に連結され、前記歯（６０５、６０６）を相互係合して保つばね（６０７）を有
することを特徴とする、請求項１に記載のシステム。
【請求項１８】
　前記第１のベース（１６０）は前記壁（Ｐ）に直接的に固定されることを特徴とする、
請求項１に記載のシステム。
【請求項１９】
　前記第２のベース（１６０Ａ、１６０Ｂ、１６０Ｃ）はプレート又は棒（１５７Ａ、１
５７Ｂ、１５７Ｃ）に組み付けられることを特徴とする、請求項１に記載のシステム。
【請求項２０】
　水平に移動するように、前記棒（１５７Ａ）の上縁（１７６Ａ）に連結されるチャネル
セクション（１７５Ａ）が、前記第２のベース（１６０Ａ）から下に延びることを特徴と
する、請求項１９に記載のシステム。
【請求項２１】
　延長部（１７７Ｂ）を有する前記第２のベース（１６０Ｂ）が下方に延び、該延長部（
１７７Ｂ）は、前記棒（１５７Ｂ）を座部（１７８Ｂ）によって包囲するような形状であ
り、前記座部（１７８Ｂ）には、上部には、前記棒（１５７Ｂ）の上縁（１７６Ｂ）に引
っ掛けられるフック（１７９Ｂ）が備え付けられており、下部には、前記第２のベース（
１６０Ｂ）を前記壁（Ｐ）に対して押してブロックするように下縁（１８１Ｂ）に対して
締め付けられるビード（１８０Ｂ）が備え付けられることを特徴とする、請求項１９に記
載のシステム。
【請求項２２】
　延長部（１７７Ｃ）を有する前記第２のベース（１６０Ｃ）が下方に延び、該延長部（
１７７Ｃ）は、前記棒（１５７Ｃ）を座部（１７８Ｃ）によって包囲するような形状であ
り、前記座部（１７８Ｃ）には、上部には、前記棒（１５７Ｃ）の上縁（１７６Ｃ）に引
っ掛けられるフック（１７９Ｃ）が備え付けられており、下部には、下縁（１８１Ｃ）に
係合する歯（１８２Ｃ）が備え付けられており、前記第２のベース（１６０Ｃ）は、ビー
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ド（１８３Ｃ）を締め付けることによって適所にブロックされることを特徴とする、請求
項１９に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、固定壁支持体に引っ掛けられる壁掛け型食器棚の自在離脱防止システムに関
し、包括的には、好適に形作られた金属の棒又はプレートに関する。
【背景技術】
【０００２】
　自在という用語は、目に見えるか又は隠れているかに関係なく、任意のタイプの構造、
並びに／又は、高さ及び深さの調節機構を有する吊下げブラケットが備え付けられた家具
に無差別に適用することができる離脱防止システムを指す。
【０００３】
　当業者には既知であるように、壁掛け型食器棚を壁に拘束するシステムは、例えば、同
じ食器棚の後部において（存在する場合に）内張りを通って延びて、壁に固定される上記
棒又はプレートに自由に引っ掛けられるフックを備える吊下げブラケット装置の使用を想
定する。
【０００４】
　このタイプの吊下げブラケット（いわゆる可視ブラケット）が、例えば、特許文献１及
び特許文献２から既知である。
【０００５】
　直接的な上方への力が引っ掛けられた食器棚に加えられる場合、食器棚は、支持体から
外れて落下する可能性があり、物体にだけではなくとりわけ人々にも深刻な損傷を与える
。
【０００６】
　この可能性は、現在のところ、とりわけ子供の一部において、上記で示した偶発的な離
脱のリスクを固める、床から比較的低い高さにある壁掛け型食器棚を組み立てることがま
すます一般的になっているため、更により問題となる。
【０００７】
　さらに、各国において安全規則が発効されており、また、発効されようとしており、こ
れは、壁掛け型食器棚に関連する偶発的な離脱を防止するシステムを設けることを課す。
【０００８】
　既知のタイプの壁掛け型食器棚の離脱防止システムは、例えば、特許文献３及び特許文
献４に記載されている。これらのＰＣＴ特許出願の双方は、可視吊下げブラケットに適用
される離脱防止システムを記載している。
【０００９】
　特許文献５は、他方で、隠されたタイプの吊下げブラケットに適用される離脱防止シス
テムを記載している。
【００１０】
　上記で挙げた３つのＰＣＴ特許出願の目的である離脱防止システム、及び、既知の技術
の他の離脱防止システムは、吊下げブラケットに全て組み込まれ、高さ及び深さ調節機構
の一部を形成する。
【００１１】
　したがって、既知の技術によると、自在離脱防止システム、すなわち、使用される吊下
げブラケットのタイプとは全く独立する離脱防止システムはなく、このことから全ての明
らかな欠点が生じる。
【００１２】
　不都合点は、ユーザが、離脱防止システムが必要ではないか又は所望されない場合であ
っても、離脱防止システムが組み込まれた吊下げブラケットを採用することを強制される
ことに由来する可能性がある。離脱防止システムの存在によって、食器棚に、操作工具の
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ためのアクセススロットを含まなければならず、美的な目的で相対的なカバーキャップを
伴い、食器棚の更なる製造コストをもたらすことにも留意されたい。
【００１３】
　したがって、市場の需要を十分に満たすためには、２つのタイプの吊下げブラケット：
離脱防止システムを有しないタイプ及び離脱防止システムを有するタイプを利用する必要
があり、全て相対コストが伴う。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１４】
【特許文献１】欧州特許第００３３１７９号
【特許文献２】欧州特許第０６３２９７９号
【特許文献３】ＰＣＴ／ＥＰ２０１０／００１６０１号
【特許文献４】ＰＣＴ／ＥＰ２０１１／００６１１３号
【特許文献５】ＰＣＴ／ＥＰ２０１１／００１５９３号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１５】
　したがって、本発明の包括的な目的は、自在式の、すなわち、あらゆるタイプの吊下げ
ブラケットとともに使用することができる、壁掛け型食器棚の離脱防止システムを提供す
ることである。
【００１６】
　本発明の更なる目的は、構造的に単純であり、壁掛け型食器棚の組み立てを複雑にしな
い自在離脱防止システムを提供することである。
【００１７】
　本発明の別の目的は、容易に解放することができ、すなわち、必要であれば、食器棚を
壁から容易かつ迅速に取り外すことを可能にする離脱防止システムを提供することである
。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　上記の目的は、本発明に従って、添付の特許請求の範囲、独立項及び従属項において規
定されるような離脱防止システムによって達成される。
【００１９】
　本発明の構造的及び機能的な特徴、既知の技術に対するその利点も、添付の特許請求の
範囲を参照して、本発明自体の革新的な原理に従って製造される壁掛け型食器棚の離脱防
止システムの種々の可能な実施形態を示す以下の説明から明らかとなるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の第１の実施形態に従って製造された離脱防止システムが設けられた壁掛
け型食器棚を示す斜視図であり、上記システムが分解図で示されている。
【図２】本発明の第１の実施形態に従って製造された離脱防止システムが設けられた壁掛
け型食器棚を示す縦断面図であり、上記システムが分解図で示されている。
【図３】離脱防止システムが動作位置において組み立てられて示されている、図１と同様
の図である。
【図４】離脱防止システムが動作位置において組み立てられて示されている、図２と同様
の図である。
【図５】図３と同様の図であるが、上部の後縁が（図１～図４の実施形態におけるように
）内張りに当接して終端せず、内張りが同じ上部の後縁に対して引っ込んでいる、壁掛け
型食器棚に適用される本発明を示す図である。
【図６】図４と同様の図であるが、上部の後縁が（図１～図４の実施形態におけるように
）内張りに当接して終端せず、内張りが同じ上部の後縁に対して引っ込んでいる、壁掛け
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型食器棚に適用される本発明を示す図である。
【図７】壁掛け型食器棚から分離された図１～図６の離脱防止システムを示す分解斜視図
である。
【図８】壁掛け型食器棚から分離された図１～図６の離脱防止システムを示す分解斜視図
である。
【図９】壁掛け型食器棚から分離された図１～図６の離脱防止システムを示す分解斜視図
である。
【図１０】図１～図９の離脱防止システムの単一の構成要素を詳細に示す図である。
【図１１】図１～図９の離脱防止システムの単一の構成要素を詳細に示す図である。
【図１２】図１～図９の離脱防止システムの単一の構成要素を詳細に示す図である。
【図１３】図１～図９の離脱防止システムの単一の構成要素を詳細に示す図である。
【図１４】図１～図９の離脱防止システムの単一の構成要素を詳細に示す図である。
【図１５】図１～図９の離脱防止システムの単一の構成要素を詳細に示す図である。
【図１６】図１～図９の離脱防止システムの単一の構成要素を詳細に示す図である。
【図１７】図１～図９の離脱防止システムの単一の構成要素を詳細に示す図である。
【図１８】図１～図９の離脱防止システムの単一の構成要素を詳細に示す図である。
【図１９】図１～図９の離脱防止システムの単一の構成要素を詳細に示す図である。
【図２０】図１～図９の離脱防止システムの単一の構成要素を詳細に示す図である。
【図２１】図１～図９の離脱防止システムの単一の構成要素を詳細に示す図である。
【図２２】図１～図９の離脱防止システムの単一の構成要素を詳細に示す図である。
【図２３】図１～図９の離脱防止システムの単一の構成要素を詳細に示す図である。
【図２４】図１～図９の離脱防止システムの単一の構成要素を詳細に示す図である。
【図２５】図１～図９の離脱防止システムの単一の構成要素を詳細に示す図である。
【図２６】図１～図９の離脱防止システムの単一の構成要素を詳細に示す図である。
【図２７】図１～図９の離脱防止システムの単一の構成要素を詳細に示す図である。
【図２８】図１～図９の離脱防止システムの単一の構成要素を詳細に示す図である。
【図２９】図１～図９の離脱防止システムの単一の構成要素を詳細に示す図である。
【図３０】図１～図９の離脱防止システムの単一の構成要素を詳細に示す図である。
【図３１】図１～図９の離脱防止システムの単一の構成要素を詳細に示す図である。
【図３２】図１～図９の離脱防止システムの単一の構成要素を詳細に示す図である。
【図３３】壁に直接的に適用される、図１～図３２の離脱防止システムのベースを示す分
解斜視図である。
【図３４】壁に直接的に適用される、図１～図３２の離脱防止システムのベースを示す縦
断面図である。
【図３５】図３３と同様の図であるが、壁に直接的に適用されるのではなく、壁掛け型食
器棚を支持する同じ棒に適用される離脱防止システムのベースを示す図である。
【図３６】図３４と同様の図であるが、壁に直接的に適用されるのではなく、壁掛け型食
器棚を支持する同じ棒に適用される離脱防止システムのベースを示す図である。
【図３７】図３３と同様の図であるが、壁に直接的に適用されるのではなく、壁掛け型食
器棚を支持する同じ棒に適用される離脱防止システムのベースを示す図である。
【図３８】図３４と同様の図であるが、壁に直接的に適用されるのではなく、壁掛け型食
器棚を支持する同じ棒に適用される離脱防止システムのベースを示す図である。
【図３９】図３３と同様の図であるが、壁に直接的に適用されるのではなく、壁掛け型食
器棚を支持する同じ棒に適用される離脱防止システムのベースを示す図である。
【図４０】図３４と同様の図であるが、壁に直接的に適用されるのではなく、壁掛け型食
器棚を支持する同じ棒に適用される離脱防止システムのベースを示す図である。
【図４１】図３３と同様の図であるが、壁に直接的に適用されるのではなく、壁掛け型食
器棚を支持する同じ棒に適用される離脱防止システムのベースを示す図である。
【図４２】図３４と同様の図であるが、壁に直接的に適用されるのではなく、壁掛け型食
器棚を支持する同じ棒に適用される離脱防止システムのベースを示す図である。
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【図４３】図３３と同様の図であるが、壁に直接的に適用されるのではなく、壁掛け型食
器棚を支持する同じ棒に適用される離脱防止システムのベースを示す図である。
【図４４】図３４と同様の図であるが、壁に直接的に適用されるのではなく、壁掛け型食
器棚を支持する同じ棒に適用される離脱防止システムのベースを示す図である。
【図４５】本発明による離脱防止システムの第２の実施形態を示す分解斜視図である。
【図４６】本発明による離脱防止システムの第２の実施形態を示す分解斜視図である。
【図４７】本発明による離脱防止システムの第２の実施形態を示す分解斜視図である。
【図４８】組み立てられた図４５～図４７の離脱防止システムを示す図である。
【図４９】組み立てられた図４５～図４７の離脱防止システムを示す図である。
【図５０】組み立てられた図４５～図４７の離脱防止システムを示す図である。
【図５１】組み立てられた図４５～図４７の離脱防止システムを示す図である。
【図５２】組み立てられた図４５～図４７の離脱防止システムを示す図である。
【図５３】組み立てられた図４５～図４７の離脱防止システムを示す図である。
【図５４】組み立てられた図４５～図４７の離脱防止システムを示す図である。
【図５５】組み立てられた図４５～図４７の離脱防止システムを示す図である。
【図５６】本発明による離脱防止システムの第３の実施形態を示す分解斜視図である。
【図５７】本発明による離脱防止システムの第３の実施形態を示す分解斜視図である。
【図５８】本発明による離脱防止システムの第３の実施形態を示す分解斜視図である。
【図５９】組み立てられた図５６～図５８の離脱防止システムを示す図である。
【図６０】組み立てられた図５６～図５８の離脱防止システムを示す図である。
【図６１】組み立てられた図５６～図５８の離脱防止システムを示す図である。
【図６２】組み立てられた図５６～図５８の離脱防止システムを示す図である。
【図６３】組み立てられた図５６～図５８の離脱防止システムを示す図である。
【図６４】組み立てられた図５６～図５８の離脱防止システムを示す図である。
【図６５】組み立てられた図５６～図５８の離脱防止システムを示す図である。
【図６６】図５６～図６５の離脱防止システムの組み立て段階を示す図である。
【図６７】図５６～図６５の離脱防止システムの組み立て段階を示す図である。
【図６８】図５６～図６５の離脱防止システムの分解段階を示す図である。
【図６９】図５６～図６５の離脱防止システムの分解段階を示す図である。
【図７０】図５６～図６９の離脱防止システムの単一の構成要素を詳細に示す図である。
【図７１】図５６～図６９の離脱防止システムの単一の構成要素を詳細に示す図である。
【図７２】図５６～図６９の離脱防止システムの単一の構成要素を詳細に示す図である。
【図７３】図５６～図６９の離脱防止システムの単一の構成要素を詳細に示す図である。
【図７４】図５６～図６９の離脱防止システムの単一の構成要素を詳細に示す図である。
【図７５】図５６～図６９の離脱防止システムの単一の構成要素を詳細に示す図である。
【図７６】図５６～図６９の離脱防止システムの単一の構成要素を詳細に示す図である。
【図７７】図５６～図６９の離脱防止システムの単一の構成要素を詳細に示す図である。
【図７８】図５６～図６９の離脱防止システムの単一の構成要素を詳細に示す図である。
【図７９】図５６～図６９の離脱防止システムの単一の構成要素を詳細に示す図である。
【図８０】図５６～図６９の離脱防止システムの単一の構成要素を詳細に示す図である。
【図８１】図５６～図６９の離脱防止システムの単一の構成要素を詳細に示す図である。
【図８２】本発明による離脱防止システムの第４の実施形態を示す分解斜視図である。
【図８３】本発明による離脱防止システムの第４の実施形態を示す分解斜視図である。
【図８４】本発明による離脱防止システムの第４の実施形態を示す分解斜視図である。
【図８５】組み立てられた図８２～図８４の離脱防止システムを示す図である。
【図８６】組み立てられた図８２～図８４の離脱防止システムを示す図である。
【図８７】組み立てられた図８２～図８４の離脱防止システムを示す図である。
【図８８】組み立てられた図８２～図８４の離脱防止システムを示す図である。
【図８９】組み立てられた図８２～図８４の離脱防止システムを示す図である。
【図９０】組み立てられた図８２～図８４の離脱防止システムを示す図である。
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【図９１】図８２～図９０の離脱防止システムの単一の構成要素を詳細に示す図である。
【図９２】図８２～図９０の離脱防止システムの単一の構成要素を詳細に示す図である。
【図９３】図８２～図９０の離脱防止システムの単一の構成要素を詳細に示す図である。
【図９４】図８２～図９０の離脱防止システムの単一の構成要素を詳細に示す図である。
【図９５】図８２～図９０の離脱防止システムの単一の構成要素を詳細に示す図である。
【図９６】図８２～図９０の離脱防止システムの単一の構成要素を詳細に示す図である。
【図９７】図８２～図９０の離脱防止システムの単一の構成要素を詳細に示す図である。
【図９８】図８２～図９０の離脱防止システムの単一の構成要素を詳細に示す図である。
【図９９】図８２～図９０の離脱防止システムの単一の構成要素を詳細に示す図である。
【図１００】図８２～図９０の離脱防止システムの単一の構成要素を詳細に示す図である
。
【図１０１】図８２～図９０の離脱防止システムの単一の構成要素を詳細に示す図である
。
【図１０２】図８２～図９０の離脱防止システムの単一の構成要素を詳細に示す図である
。
【図１０３】本発明による離脱防止システムの第５の実施形態を示す分解斜視図である。
【図１０４】本発明による離脱防止システムの第５の実施形態を示す分解斜視図である。
【図１０５】組み立てられた図１０３、図１０４の離脱防止システムを示す図である。
【図１０６】組み立てられた図１０３、図１０４の離脱防止システムを示す図である。
【図１０７】組み立てられた図１０３、図１０４の離脱防止システムを示す図である。
【図１０８】組み立てられた図１０３、図１０４の離脱防止システムを示す図である。
【図１０９】組み立てられた図１０３、図１０４の離脱防止システムを示す図である。
【図１１０】組み立てられた図１０３、図１０４の離脱防止システムを示す図である。
【図１１１】図１０３～図１１０の離脱防止システムの単一の構成要素を詳細に示す図で
ある。
【図１１２】図１０３～図１１０の離脱防止システムの単一の構成要素を詳細に示す図で
ある。
【図１１３】図１０３～図１１０の離脱防止システムの単一の構成要素を詳細に示す図で
ある。
【図１１４】図１０３～図１１０の離脱防止システムの単一の構成要素を詳細に示す図で
ある。
【図１１５】図１０３～図１１０の離脱防止システムの単一の構成要素を詳細に示す図で
ある。
【図１１６】図１０３～図１１０の離脱防止システムの単一の構成要素を詳細に示す図で
ある。
【図１１７】図１０３～図１１０の離脱防止システムの単一の構成要素を詳細に示す図で
ある。
【図１１８】図１０３～図１１０の離脱防止システムの単一の構成要素を詳細に示す図で
ある。
【図１１９】図１０３～図１１０の離脱防止システムの単一の構成要素を詳細に示す図で
ある。
【図１２０】図１０３～図１１０の離脱防止システムの単一の構成要素を詳細に示す図で
ある。
【図１２１】図１０３～図１１０の離脱防止システムの単一の構成要素を詳細に示す図で
ある。
【図１２２】図１０３～図１１０の離脱防止システムの単一の構成要素を詳細に示す図で
ある。
【図１２３】図１０３～図１１０の離脱防止システムの単一の構成要素を詳細に示す図で
ある。
【図１２４】本発明による離脱防止システムの第６の実施形態を示す分解斜視図である。
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【図１２５】図１２４の離脱防止システムの機能モードを示す図である。
【図１２６】図１２４の離脱防止システムの機能モードを示す図である。
【図１２７】図１２４の離脱防止システムの機能モードを示す図である。
【図１２８】図１２４の離脱防止システムの機能モードを示す図である。
【図１２９】組み立てられた図１２４～図１２８の離脱防止システムを示す図である。
【図１３０】組み立てられた図１２４～図１２８の離脱防止システムを示す図である。
【図１３１】組み立てられた図１２４～図１２８の離脱防止システムを示す図である。
【図１３２】組み立てられた図１２４～図１２８の離脱防止システムを示す図である。
【図１３３】組み立てられた図１２４～図１２８の離脱防止システムを示す図である。
【図１３４】図１２５～図１３３の離脱防止システムを詳細に示す図である。
【図１３５】図１２５～図１３３の離脱防止システムを詳細に示す図である。
【図１３６】図１２５～図１３３の離脱防止システムを詳細に示す図である。
【図１３７】図１２５～図１３３の離脱防止システムを詳細に示す図である。
【図１３８】図１２５～図１３３の離脱防止システムを詳細に示す図である。
【図１３９】図１２５～図１３３の離脱防止システムを詳細に示す図である。
【図１４０】図１２５～図１３３の離脱防止システムを詳細に示す図である。
【図１４１】図１２５～図１３３の離脱防止システムを詳細に示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　まず、図面の図１～図４を参照すると、壁掛け型食器棚は１５０で図式化されており：
底部１５２及び上部１５３によって相互接続された２つの肩部１５１を備え、可能な内張
り１５４も設けられている。
【００２２】
　壁掛け型食器棚１５０は、任意の既知の方法で、例えば、特許出願であるＰＣＴ／ＥＰ
２０１０／００１６０１号、ＰＣＴ／ＥＰ２０１１／００６１１３号及びＰＣＴ／ＥＰ２
０１１／００１５９３号のタイプの物体の吊下げブラケット１５５によって、壁Ｐに吊る
される。
【００２３】
　上記吊下げブラケット１５５には、壁Ｐ又は他の同様の及び／若しくは均等な支持体に
固定されるプレート１５７（又は棒）に引っ掛けられるフック１５６が備え付けられてい
る。
【００２４】
　本発明によると、矢印１５８によって示されているような、上方に方向付けられる力に
よって生じるプレート又は棒１５７からの壁掛け型食器棚１５０の分離又は離脱は、壁Ｐ
と上部１５３との間への離脱防止システム１５９の挿入によって防止され、これは、特徴
としては、食器棚１５０に設けられる吊下げブラケット１５５とは完全に独立する、
【００２５】
　図１～図３３を参照すると、本発明の第１の実施形態による上記離脱防止システム１５
９は、ベース１６０、及び、例えばカーソル１６１の形態のブロック要素を備える。上記
カーソル１６１は、上部１５３に対して緩衝されるまで、上記ベース１６０上で移動可能
に組み付けられる（図３及び図４）。この位置では、カーソル１６１は、壁掛け型食器棚
１５０がプレート１５７から離脱することを防止するように、（以下でより詳細に説明す
るような）ボルト１６２からなる解放可能な固定手段によってベース１６０に固定される
。
【００２６】
　上記離脱防止システム１５９の構造は、図７～図３２において詳細に示される。
【００２７】
　ベース１６０は、だぼ１６６（図４及び図６）によってベース１６０を壁Ｐに固定する
ために、隆起した中央ガイド１６３、及び、穴１６５を有する２つの側部フランジ１６４
を備える。より具体的には、図面からはっきりと分かるように、ガイド１６３は、以下で
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説明する目的で、上部が開口したスリット１６７、及び、一対の外側レール１６８も備え
る。
【００２８】
　カーソル１６１は、水平セクション１６９及び鉛直セクション１７０を有するＬ字形ブ
ラケットを備える。
【００２９】
　水平セクション１６９は、ねじ１７１及びナット１７２を含むボルト１６２を収容する
。
【００３０】
　図面、特に図１５からはっきりと分かるように、操作ヘッド１７３を有するねじ１７１
は、穴１７４を通り、ガイド１６３内で拘束されるナット１７２にねじ留めされ、平行移
動する可能性はあるが回転する可能性はない（図１０～図１７）。
【００３１】
　水平セクション１６９は、上部１５３と協働し、矢印１５８の方向への食器棚１５５の
上方への移動を防止する（図２及び図４）。
【００３２】
　カーソル１６１の鉛直セクション１７０は、ナット１７２のみのおかげではなく、ガイ
ド１６３の外側レール１６８に係合する一対の側縁１７５にも起因して、拘束され、ベー
ス１６０のガイド１６３上で平行移動する。
【００３３】
　図１～図３４に示されている離脱防止システムの機能は、上述したものから明らかであ
り、以下で簡潔に記載する。
【００３４】
　プレート１５７（又は棒）及び１つ又は複数のベース１６０を壁Ｐに固定した後で（図
３３、図３４）、ブラケット１５５がプレート１５７に引っ掛けられ（図１及び図２）、
カーソル１６１が次に、その水平セクション１６９が上部１５３に当接するまで（図４及
び図６）、ベース１６０に挿入される（図２）。この時点で、カーソル１６１は、ねじ１
７１を締めることによって適所にしっかりとブロックされ、これによって、カーソル１６
１自体がベース１６０にブロックされる。
【００３５】
　したがって、壁掛け型食器棚１５０の鉛直方向上方への移動が防止されることで、吊下
げブラケット１５５がプレート１５７から離脱することが回避される。
【００３６】
　言い換えれば、カーソル１６１は、２つの位置、すなわち、上記上部１５３から離れた
（分離された）第１の非動作位置と、上記上部１５３に対して緩衝されるか又は実質的に
緩衝される動作位置との間で移動することができるように、ベース１６０に組み付けられ
る。
【００３７】
　内張り１５４が上部１５３の後縁に対して緩衝されず、後縁に対して引っ込んでいると
き（図５及び図６）、上部１５３に座部Ｓ（開口）を作り（図５及び図６）、カーソル１
６１が上部１５３自体に係合することを可能にしなければならないことを指摘しておくべ
きである。
【００３８】
　図３５、図３６；図３７、図３８、図３９、図４０；図４１、図４２、図４３、図４４
は、図３３、図３４に示されているベース１６０に対して異なるが実質的に同等のそれぞ
れのベース１６０Ａ、１６０Ｂ及び１６０Ｃを示している。
【００３９】
　実質的な違いは、ベース１６０は、プレート又は棒１５７から独立して壁Ｐに直接的に
固定される一方で、ベース１６０Ａ～Ｃは、プレート又は棒１５７Ａ～Ｃに組み付けられ
ることである。
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【００４０】
　より具体的には、図３５、図３６を参照して、水平に移動するように、棒１５７Ａの上
縁１７６Ａに連結されるチャネルセクション１７５Ａが、ベース１６０Ａから下に延びる
。このように、棒１５７Ａが壁に固定された後で、ベース１６０Ａを所望の位置に位置決
めし、続いて壁Ｐ自体に固定することができる。
【００４１】
　したがって、ベース１６０Ａと棒１５７Ａとの間の完璧な相互の位置決めが確実となる
。
【００４２】
　図３７～図４０に示されている実施形態では、延長部１７７Ｂを有するベース１６０Ｂ
が下方に延び、延長部１７７Ｂは、棒１５７Ｂを座部１７８Ｂによって包囲するような形
状である。
【００４３】
　より具体的には、座部１７８Ｂには、上部には、棒１５７Ｂの上縁１７６Ｂに引っ掛け
られるフック１７９Ｂが備え付けられており（図３７、図３８）、下部には、ベース１６
０Ｂを壁Ｐに対して押してブロックするように下縁１８１Ｂに対して締め付けられるビー
ド１８０Ｂが備え付けられている（図４０）。
【００４４】
　また、図４１～図４４に示されている実施形態では、延長部１７７Ｃを有するベース１
６０Ｃが下方に延び、延長部１７７Ｃは、棒１５７Ｃを座部１７８Ｃによって包囲するよ
うな形状である。
【００４５】
　より具体的には、座部１７８Ｃには、上部には、棒１５７Ｃの上縁１７６Ｃに引っ掛け
られるフック１７９Ｃが備え付けられており（図４３、図４４）、下部には、下縁１８１
Ｃに係合する歯１８２Ｃが備え付けられている。
【００４６】
　ベース１６０Ｃは、ビード１８３Ｃを締め付けることによって適所にブロックされる。
【００４７】
　図４５～図５５は、第１の実施形態の構成要素と同一及び／又は同様の構成要素が、１
００だけ増えた同じ参照符号で示されている、本発明の第２の実施形態を示している。
【００４８】
　この第２の実施形態は、ベース２６０、及び、当該ベース２６０上で移動することがで
きるカーソル２６１を備える。ベース２６０には、下部には、ベース２６０をだぼによっ
て壁に固定するための穴２８５を有するフランジ２８４が設けられる。ベース２６０は、
フランジ２８４と同じ平面にある中央セクション２８６、及び、当該中央セクション２８
６から突出する２つの側部セクション２８７を有する形状である（図４７及び図５１）。
セクション２８６の上端は、ねじ穴２８９が備え付けられたヘッド２８８を画定するよう
に水平方向に曲がる。
【００４９】
　図面からはっきりと分かるように、ガイド溝２９０がカーソル２６１に存在し、カーソ
ル２６１は、ベース２６０の側部セクション２８７において摺動する。ベース２６０上で
のカーソル２６１の移動は、壁掛け型食器棚の上部に係合するまで、穴２８９にねじ留め
されるとともに、ベース２６０上でカーソル２６１を安定して位置決めさせるねじ２９１
によって駆動される。
【００５０】
　図５６～図８１は、第１の実施形態の構成要素と同一及び／又は同様の構成要素が、２
００だけ増えた同じ参照符号で示されている、本発明の第３の実施形態を示している。
【００５１】
　この第３の実施形態は、ベース３６０、及び、当該ベース３６０上で移動するカーソル
３６１を備える。ベース３６０は、実質的に矩形のフレームであり、その下側水平面３９
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２が、だぼによって壁に固定されることを可能にするように穴３９３を有する。
【００５２】
　図面からはっきりと分かるように、ベース３６０の鉛直側の内面には、ラック３９４が
備え付けられている。カーソル３６１は、カバーキャップ３９６が挿入されてブロックさ
れるカラー３９５を備える。
【００５３】
　２つの直立部３９７がカラー３９５の後端から下方に延び、ベース３６０のそれぞれの
ガイド３９８に摺動して挿入される（図５６、図５７、図２８、図６２）。
【００５４】
　それぞれのブレードばね３９９が、カラー３９５から、直立部３９７に隣接して直立部
３９７に対して９０°で延び、ブレードばね３９９は、下部が、ラック３９４の歯に弾性
的にスナップ係合するのに好適な歯ｄで終端する（図６６～図６９）。
【００５５】
　離脱防止システムの作動が、カーソル３６１が食器棚の上部に対して係合するまでカー
ソル３６１を押下して下方に移動させることによって行われる方法が明らかであり、上記
係合は、歯ｄをラック３９４に接続することによって安定する。
【００５６】
　離脱防止システムは、カラー３９５に対する側部からの圧力によって歯ｄをラック３９
４から離脱させるとともに、カーソル３６１を上方に引くことによって解除される（図６
８、図６９）。
【００５７】
　図８２～図１０２は、第１の実施形態の構成要素と同一及び／又は同様の構成要素が、
３００だけ増えた同じ参照符号で示されている、本発明の第４の実施形態を示している。
【００５８】
　この第４の実施形態は、ベース４６０、及び、当該ベース４６０上で移動するカーソル
４６１を備える。当該カーソル４６１は１つのみの水平止め部４６９からなる。
【００５９】
　ベース４６０は、隆起した中央ガイド４６３、及び、だぼによってベース４６０を壁に
固定するための穴４６５を有する２つの側部フランジ４６４を備える。
【００６０】
　図面からはっきりと分かるように、蟻継ぎ接続部４４９が、後部においてカーソル４６
１から延び、上記ガイド４６３に摺動可能に連結される。カーソル４６１は、ベース４６
０上の適所に（食器棚の上部に対して）ブロックされ、ねじ４７１が、カーソル４６１自
体の貫通穴４７４にねじ留めされ、その自由端がベース４６０に直接当接して係合する（
図８７、図９０）。
【００６１】
　図１０３～図１２３は、第１の実施形態の構成要素と同一及び／又は同様の構成要素が
、４００だけ増えた同じ参照符号で示されている、本発明の第５の実施形態を示している
。
【００６２】
　ベース５６０は、ベース５６０をだぼによって壁に固定するための穴５４７を有する矩
形の額５４８である。
【００６３】
　図面からはっきりと分かるように、上記額５４８は、ブロック要素５６１の相補的なピ
ン５４２が係合する複数の穴５４６も有する。
【００６４】
　より具体的には、ブロック要素５６１は、弾性的に降伏するアーム５４５を有するカラ
ーＣからなる１つのみの水平止め部５６９からなり、アーム５４５は、額５４８の側部ガ
イド５４３と弾性的にスナップ係合するのに好適な歯５４４で終端する。
【００６５】
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　図１０３及び図１０４においてはっきりと分かるように、壁掛け型食器棚の上部に実質
的に当接して位置決めされるブロック要素５６１は、ピン５４２が穴５４６内に係合する
ように、水平移動によって作用することにより、ベース５６０に適用される。
【００６６】
　ベース５６０上でのブロック要素５６１の安定した位置決めはしたがって、弾性的な歯
５４４及びピン５４２の組み合わせた作用によって確実となる。
【００６７】
　図１２４～図１４１は、だぼによって壁に固定されるための穴６０１を有するベース６
００を備える、本発明の第６の実施形態を示している。
【００６８】
　ベース６００のピン６０４上で回転する、アーム６０３を含むレバー６０２からなるブ
ロック要素が、上記ベース６００に組み付けられる。図面においてはっきりと分かるよう
に、レバー６０２は、ベース６００及びレバー６０２にそれぞれ位置決めされる前歯６０
５、６０６による接続部によってベース６００に連結される。ばね６０７が、歯６０５、
６０６を相互係合して保つ。
【００６９】
　レバーが図１２５の上昇位置にある状態で、壁掛け型食器棚を壁支持体に対して引っ掛
けるか又は外すことができ：一方で、レバーが図１２６、図１２７及び図１２９の下降位
置にある状態で、アーム６０３を壁掛け型食器棚の上部１５３に接触させ、アーム６０３
がしたがって適所にブロックされる方法が明らかである。
【００７０】
　したがって、極めて経済的であることに加えて、吊下げブラケットとは独立して、任意
のタイプの吊下げブラケットとともに使用することができる壁掛け型食器棚の離脱防止シ
ステムを製造するための、本明細書の序文において述べた目的が達成される。
【００７１】
　本発明の保護範囲は、以下の特許請求の範囲によって規定される。
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